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事業概要

都民の食料安全保障を確保をするために地域内消費を促進すると共に、少量出荷の東京

都産品が都民に消費されやすい物流と購入スキームを確立する。
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データ連携

データ提供元

東京都
農林水産振興財団

提供データ

株式会社大治

各生産者

産品情報

東京野菜流通データ

物流経路情報
（出荷者情報）

出荷情報

生産者情報

活用

TDPF公開

可

限定

不可

不可

可

東京都
オープンデータカタログ

東京卸売市場
量・価格データ

可
東京都
データ

民間
データ

消費者向け

WEBサイト
消費者向け

ECサイト
消費者向け

ダッシュボード

物流・仲卸向け

ダッシュボード

地産地消を促進するために各ステークホルダーが活用できるアウトプットを

多用なデータ提供元のデータを活用して提供します。
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流通事業者向けダッシュボード

概況

• 卸売市場と東京野菜の出荷状況比較

出荷状況

• 東京野菜の産地および品目別の出荷状況

仲卸向け市場と東京野菜流通実績を確認するダッシュボード
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物流事業者向けダッシュボード

PC・タブレット画面 スマホ画面

• 出荷情報は生産者側が登録
• 画面上で出荷情報を選択すると着荷と地図がハイライト化し、収集場所と出荷先を確認

• スマホは集荷場所のみを確認

物流事業者が主か情報を確認するためのダッシュボード
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消費者向けダッシュボード

• カレンダーの緑■をクリックすると右ページのサイトがリンク変更（野菜図鑑は自社WEBページを紹介）
• 主な生産者情報をクリックした遷移できるように調整中

消費者（都民）が東京野菜を知れるためのダッシュボード
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販売スキームの比較

生産者

生産者

消費者
消費者
消費者
消費者
消費者★宅急便による配送

物流業者
（青果仲卸）

小売店
（受取店舗）

【従来型産直スキーム】

消費者
消費者
消費者
消費者
消費者

★業務用集荷便
青果仲卸業者によるミルクラ
ン方式での集荷

★業務用配送便
青果仲卸業者による
ハブ＆スポーク方式での配達

生産者

生産者

【今回実証スキーム】

★消費者自身による
受取

共同配送 共同配送

従来スキーム
との比較

既存物流を活用した共同配送モデルにすることで、農業生産品の物流問題を解消する。

消費者ニーズに合う少量出荷
対応物流システムの構築

生産者・小売店を日々回っている物流積載に余裕のある物流便に相乗りす
ることで、既存宅配便などに係る“送料ゼロ”を実現。
→小口でのEC販売において、付加価値の低い農産品を輸送する際に
“送料負け”により消費者が感じる割高を解消。
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テスト販売

2023年11月23日～26日 テスト販売 テスト販売

販売商品は3種
①東京野菜セット
②東京野菜鍋セット
③東京果物セット

2023年11月23日～26日でニュウマン新宿のLUMINE AGRI MARCHEにて

受取の実証実験を実施
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テスト販売当日の様子

2023年11月23日～26日 テスト販売 実証実験を通して見えた課題

出荷頻度

産地出荷状況・物流便・小売店舗の発注の兼ね合いで、
EC受取日を毎日設定することが現状ではできない可能性が
高い。
→受取日を毎週金曜日にするなど特定曜日設定で対応。

出荷トラブル

事前予約することで、農産品の出荷状況により商品変更が
起こる可能性がある。（本実証実験では発生しなかった）

→セット商品を推奨することで出荷のボラティリティ対応

ケース回収

通常の納品先から距離のある場所で配布する場合、商品を
運ぶケース（物流会社所有物）を納品した後の回収フロー
を設計する必要がある。
→小売店舗側の回収方法と連携して調整することが必須。

物流遅延

出荷日の交通状況によって物流遅延（当日出荷できない
など）が発生する可能性がある。
→物流事業者に納品状況を日次で確認する対応が今後
必要

テスト販売期間での受け渡し数は16セット。このテスト販売を通して、協力いただいた生産

者および物流事業者のオペレーション部分の課題を洗い出し
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実店舗受取開始

2023年1月9日（予定）より 常設店舗販売開始 販売内容

受取期間

販売商品

・出荷のボラティリティ対応としてのセット販売

野菜／果物の組み合わせ

・単品販売

出荷の安定している商品

・出荷の安定性を考慮した曜日で設定

毎週金曜日受取で調整予定

・遅延時は購入者に対して、当日通知

出荷頻度

出荷トラブル

ケース回収

物流遅延

ケース返却
・物流事業者納入先と、購入者の受取先を

同一の場所になり、納品時にケース回収

2024年1月9日（予定）より新宿駅構内

LUMINE AGRI SHOPの常設店舗で販売開始


